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今年度第３回家庭学習週間が 3 日からスタートしています 

今年は家庭学習をこれまで以上に重視しており、学力向上だよりにもその状況をお伝えしてきました。２学期実施した

結果を見ると、学年差があり全体的に向上しているとは言えない状況です。毎日学習する習慣づけは、小学校時代

につけておかないと中学校での学習に支障をきたします。実態から見える主な課題として、「週末の学習時間が少な

い」「目標時間 １０分×学年+１０分」の達成者が、学年が上がるにつれ減っている」ということがあります。今回

は、これらの課題を克服してほしいと、各クラスでは担任から話をしてもらっています。 

しかしながら、家庭学習については保護者の皆様のご協力が欠かせません。一斉メールでもお願いしましたが、毎

日の学習時間と主な内容のご確認をお願いいたします。子ども達は、頑張りを褒めてもらえ 

ることで意欲につながります。結果よりも努力をしている過程に焦点をあて、「以前に比べ、 

〇〇がよくなってきているね」「このままがんばれば大丈夫！」と挑戦することを促す言葉かけ 

をお願いします。提出日は１０日です。今回も集計結果をお便りでお知らせします。 

なわ跳び大会大成功 

 寒さを心配しましたが、思ったよりも暖かく、子ども達は練習の

成果を大会にぶつけました。５０名以上の保護者の方が応援に

駆けつけてきてくださいました。今年は昨年のように近くではなくトラ

ックの外からの参観となりましたが、ご協力に感謝申し上げます。 

今年も、できるだけ子ども達を前に立たせたいとの思いから、

運営を全て運動委員会に一任しました。堂々とした司会、始め

の言葉や終わりの言葉など、それぞれ役割を果たしてくれまし

た。上学年の跳ぶ姿に感動する低学年、低学年の子ども達を

励ます上級生と、全校で行う意義を感じました。毎年、実施する

ため去年の自分と比べられるのもとてもよいと思いました。 

 

 

ＰＴＡ本部役員会で決定したことをお知らせします。 

〇 学級役員選出の方法について（本日配布しているプリントに詳細を書いています） 

① 書面で立候補を募る ②４名に至らなかった場合は該当児童によるくじ（過去の本部役員経験者、当該学

年の学級役員経験者除く）を行い、役員を決定する。 

③ 2 月２６日に４名で学年部長と専門部を決める ④各部に分かれて専門部長を決める 

 ⑤ ３月２日１９時～ 新旧役員会に新役員の方には全員参加していただく。（地区評議員は招集しない） 

〇 会計について 

 ・今年度は新型コロナ感染防止のため、活動が十分にできなかったことから、卒業生には一人 500 円の図書カー

ドを配布することになりました。 

 ・児童に還元するため、5 万円分の図書購入費をＰＴＡ会計から支出することになりました。 

 ・ＰＴＡ会計から支出するのは毎年支出が確定しているもの、ＰＴＡ特別会計から支出するのは臨時に支出するも

のに分けることになりました。 

  変更：黄色帽子、地域連携活動費（学級活動費に名目を変更） → ＰＴＡ会計へ 

〇 年間行事について 

 ・Ｒ４年度は次年度学級役員決めを１２月の学期末懇談会後に実施します。 

〇 給食費納入が遅れた場合の手数料について、総会で提案することの了承を得ました。 

   西部小４つのたから 

大きなうたごえ 元気なあいさつ 

すなおな心 つなぐ心 

 

 

  

 



★新春席書会入賞おめでとう★ 

硬筆の部 県入賞   3 年 小森みお 

     地区入選  1 年 小野みく 2 年中村あやね 井手しゅんき 3 年 牛島あやか 

           ４年 木原ひかり ５年 野田こうき 仁井こうた 末次あかり 

毛筆の部 地区特選  ３年 中島りこ 中尾はな 4 年 井手ゆいな 黒木しんたろう 

           ５年 内田じゅり 

     地区入選  3 年 牟田そら ５年 高橋かほ 加藤もな 吉田ゆな 

★新春読書感想文コンクール★  県佳作 ３年 牛島あやか   

 

2 月の全校朝会 

 今月は「心のスイッチとブレーキ」ということで、実行機能（自己をコントロールする力）の大切さについて子ども達に紹

介しました。実行機能がきちんと働く状態は、今のことだけでなく先のことを考えて「やるべきことはやる」「やっていけないこ

とはやらない」という自己をコントロールできていることとも言い換えられます。この能力は幼少期から児童期に高まり、思

春期になるとやや弱くなると言われています。ですから、小学生の時にいかに意識してブレーキをつくっておくかが肝要です。

それをわかりやすい言葉で「心のブレーキ」という言葉を使っています。 

 心のブレーキを使えるようになるには、以下の３つが鍵だと伝えています。この力を今つけておくと、将来にわたって良い

影響を与えるという実証結果もあります。自問自答しながら自分の行動を取捨選択できることは自立につながっていくと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 挨拶ボランティア募集（第３期） 

 

 

 

  

   

ボランティア２期の代表で 6

年の田原さん、香田さんが感想

を紹介してくれました。挨拶が返

ってこない時の寂しさはあるもの

の、返ってくる喜びを感じ、立ち

続けてくれたことが伝わってきまし

た。 西部小の良き流れをつく

ってくれたことに感謝です！ 

    

サガテレビ出演おめでとう！！ 

 アンサンブルコンテスト九州大会出場を祝ってかちかちプレスに出演

しました。堂々とインタビューにも答えていましたね！ 


